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要 約 

背景 潜在性甲状腺機能低下症患者の甲状腺機能の経時変化に関して、地域住民を対象とした

研究はほとんどない。我々は、同一の高齢日本人集団の潜在性甲状腺機能低下症患者と甲状腺

機能正常対照者において、顕性甲状腺機能低下症への進展リスクを比較した。また、潜在性甲状

腺機能低下症患者群と甲状腺機能正常者群において、顕性甲状腺機能低下症への進展に関連

する幾つかのパラメータとの関係も検討した。 

方法 我々は日本人原爆被爆者コホートにおいて、2000 年から 2003 年のベースライン検査で甲

状腺刺激ホルモン（TSH）と遊離サイロキシン（T4）を測定し、71 人の潜在性甲状腺機能低下症患

者（甲状腺治療歴がなく、遊離 T4 が正常、かつ TSH >4.5 mIU/L、平均年齢 70 歳）と 562 人の甲

状腺機能正常対照者を同定した。更に、平均 4.2（1.9–6.9）年後に TSH と遊離 T4 値を再測定し

た。 

結果 年齢と性を調整すると、顕性甲状腺機能低下症への進展リスクは、潜在性甲状腺機能低下

症患者（7.0％）では対照者（1.6％）に比べ有意に高かった（オッズ比 4.56、p = 0.009）。年齢、性、

抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体、超音波所見を含む多変量解析においては、ベースライン TSH

値が高いほど、潜在性から顕性甲状腺機能低下症への進展に関連していた（p = 0.02）。2 値の

TSH 値を用いた解析では、TSH >8 mIU/L が顕性甲状腺機能低下症への進展を予測する値であ

ることが示唆された（p = 0.005）。一方、38 人（53.5％）の潜在性甲状腺機能低下症患者において、

血清 TSH 値は自然に正常化した。多変量解析では、より低いベースライン TSH 値（p = 0.004）と、
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甲状腺超音波所見における正常で均一なエコー輝度（p = 0.04）が TSH 値の正常化に関連してい

た。原爆放射線量は潜在性甲状腺機能低下症およびその経過には関連していなかった。 

結論 同一の日本人高齢者集団において、潜在性甲状腺機能低下症は甲状腺機能正常対照に

比べ 4 倍ほど顕性甲状腺機能低下症への進展に関連しているようであった。平均 4.2 年後のフォ

ローアップでは、患者の半数で TSH値が自然に正常化した。ベースライン TSH値と甲状腺超音波

所見は、潜在性甲状腺機能低下症の将来の甲状腺機能を予測する指標になる可能性がある。 


